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の研究所」となります。この英語名に端的に示されるように、国立国語研究所は日本語という言語を、言語学を軸 する学際的観点から多面的・包括的に研究し、豊かな社会作りに直接的・間接的に寄与する成果 提供 ことを目的としています。　
国立国語研究所が大切にしたいのは「コトバの多様性」という概念です。現在、地球上には約六
千の言語が話されていると言われています。それらは、一方では、他の動物のコミュニケーションには見られない人間言語固有の普遍的特性を共有すると同時に、他方では、それぞれが用いられる地域・社会・文化に応じた独自の個別性を発達させています。日本語の内部においても同様に、北は北海道方言か 南は琉球諸方言まで多数の方言がそれぞれ特色ある言 文化の花を咲かせています。そのように多様 多彩な日本語の姿 包括的に解明するためには、それを分析す ための手法においても日本語学、言語学、心理学、自然言語処理、教育学などを含む多角 なアプローチが必要となります。 「多様性」 反対語は「画一性」ですが、言語 いうものは、あ りにも豊かで色とりどりの性質を持っているため、画一的な視点で統一 ることは到底不可能です。言 は、それを用いる人間そのものであり、人間はひとりひとりが多様 個 ある存在ですから、日本語の研究においても「多様性」の尊重がキーワードに るのです。　
創刊号のテーマ「日本の方言の多様性を守るために」は、まさにこの理念に叶うもので、琉球語
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